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◆第44回館山観光まつり
館山湾花火大会開催

～夏のメインイベントは12万5千人の人出で賑わう、

ご協賛ありがとうございました！～

◆「2007年問題」が提起したもの
～労働力の確保と技能継承に向けての

新たな取組の必要性～

◆地域活性化に市内共通商品券の利用が高まる

◆新潟県中越沖地震の被害工場へ復興支援！

◆特定商工業者法定台帳提出及び
登録事項確認についてのお願い

６月17日に館山に初寄港した客船『ふじ丸』

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.4％（平成19年6月13日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330



会 議 所 だ よ り
平成19年８月10日（２）

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

〜
ご
協
力
あ
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が
と
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ご
ざ
い
ま
し
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〜
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ご
協
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あ
り
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と
う
ご
ざ
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ま
し
た
〜 

〜
ご
協
力
あ
り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜 

 

『
館
山
観
光
ま
つ
り
』
の
メ
イ

ン
行
事
で
あ
る
館
山
湾
花
火
大
会

が
８
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
も
花
火
大
会
は
、
平
日
開

催
に
も
か
か
わ
ら
ず
12
万
５
千
人

の
人
出
で
大
い
に
賑
い
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
規
模
の
縮
小
や
、

中
止
が
相
次
ぐ
花
火
大
会
で
あ
る

が
、
館
山
観
光
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
地
域
の
人
々
が
自
慢
で

き
る
「
私
た
ち
の
花
火
大
会
」
を

目
指
し
て
広
く
一
般
か
ら
の
協
賛

を
募
り
、会
員
の
皆
様
を
中
心
に
、

市
民
・
関
係
団
体
・
地
域
外
の
企

業
等
多
数
の
皆
様
（
４
０
９
件
）

か
ら
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
お
か

げ
さ
ま
で
協
賛
目
標
金
額
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
上
で
は
、
館
山
花
火
ク
ル
ー

ズ
で
寄
港
し
た
客
船
『
に
っ
ぽ
ん

ま
る
』
の
満
船
飾
や
、
自
衛
隊
護

衛
艦
『
し
ら
ゆ
き
』
の
電
灯
艦
飾

が
大
会
に
華
を
添
え
、
那
古
山
に

は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
『
電
光
ひ

か
り
大
文
字
』
が
輝
き
、
豪
華
絢

爛
な
水
中
花
火
と
打
上
げ
花
火
の

共
演
に
、
会
場
を
埋
め
尽
し
た
観

客
か
ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

館
山
市
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
、
観
光
客
か
ら
も
絶
大
な
人
気
を
誇
る

恒
例
の
『
館
山
観
光
ま
つ
り
』（
主
催
、
館
山
観
光
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
闍
橋
弘
之
実
行

委
員
長
）
は
、
７
月
15
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
多
彩
な
行
事
を
開
催
し
、
盛
大
裡
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
台
風
４
号
の
影
響
で
７
月
15
・
16
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
、

『
Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ー
プ
ン
２
０
０
７
館
山
』
と
『
第
11
回
館
山
国
際
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ

ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス
』
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
行
事
は
、『
館
山
湾
花
火

大
会
』
を
中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
地
域
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 

http://www.boyodo.co.jp/
TEL0470(23)5111

落花生・びわ

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111



会 議 所 だ よ り
（３）平成19年８月10日

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

館山ジャスコ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

館
山
銀
座
商
店
街
振
興
組
合

（
代
表
理
事
　
角
田
吉
夫
）
で
は
、

８
月
４
日
（
土
）
に
「
銀
座
ま
つ

り
輊
納
涼
ふ
れ
あ
い
の
ひ
ろ
ば
輅」

を
開
催
し
た
。

街
区
の
京
葉
銀
行
駐
車
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
模
擬
店
の
出
店
を
は
じ
め
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
や
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
、
子
供
向
け

に
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
六
軒
町
諏
訪
神
社
子
供

神
輿
の
展
示
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
実
施
さ
れ
た
。

銀
座
通
り
は
終
日
賑
わ
っ
た
。

長
須
賀
商
業
会
（
会
長
　
保
科

忠
臣
）
で
は
８
月
５
日
（
日
）
に

「
長
須
賀
納
涼
露
店
市
」
を
開
催

し
た
。

東
京
電
力
大
駐
車
場
を
会
場
に

実
施
さ
れ
た
こ
の
露
店
市
で
は
、

商
業
会
に
よ
る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を

中
心
に
、
立
教
大
学
、
中
里
ワ
ー

ク
ホ
ー
ム
、館
山
ロ
ー
タ
ア
ク
ト
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
腰
越
農
家
組

合
な
ど
、
例
年
大
好
評
の
模
擬
店

が
出
店
さ
れ
た
。

会
場
は
、
夕
方
か
ら
地
域
住
民

が
多
数
訪
れ
、
夜
遅
く
ま
で
賑
わ

い
を
見
せ
た
。

那
古
商
店
連
盟
（
会
長
　
小
滝

周
一
）
観
光
部
で
は
、
８
月
９
日

（
木
）
に
那
古
寺
境
内
を
会
場
に
、

「
那
古
納
涼
歌
謡
シ
ョ
ー
」
と

「
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
」
を

開
催
し
た
。

歌
謡
シ
ョ
ー
の
ゲ
ス
ト
歌
手
に

は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
お
な
じ
み
と

な
っ
た
演
歌
歌
手
の
石
橋
美
重
さ

ん
を
招
き
し
、
プ
ロ
の
歌
声
を
披

露
し
て
い
た
だ
い
た
。

の
ど
自
慢
大
会
で
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
の
ど
に
自
慢
の
カ
ラ

オ
ケ
愛
好
家
達
が
得
意
の
１
曲
を

観
客
の
前
で
披
露
し
、
拍
手
と
笑

い
の
絶
え
な
い
大
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
日
は
「
那
古
観
音
四
万

六
千
日
」
に
あ
た
り
、
地
元
の
み

な
ら
ず
遠
方
か
ら
も
参
拝
客
が
多

数
訪
れ
、
那
古
寺
の
周
辺
は
終
日

賑
わ
っ
た
。

第
24
回
銀
座
ま
つ
り

輊
納
涼
ふ
れ
あ
い
の
ひ
ろ
ば
輅

第
32
回
長
須
賀
納
涼
露
店
市

那
古
納
涼
歌
謡
シ
ョ
ー
・

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
開
催



◇
「
２
０
０
７
年
問
題
」
の
背
景

〜
団
塊
世
代
の
定
年
退
職
〜

会 議 所 だ よ り
平成19年８月10日（４）

反
動
で
一
時
的
に
上
昇
し
た
だ

け
」
と
の
指
摘
も
出
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
人
口
構
造
の
変

化
に
起
因
す
る
、
労
働
力
人
口
の

減
少
に
よ
る
、
各
企
業
の
労
働
力

（
量
と
質
）
に
係
る
様
々
な
問
題

が
、「
２
０
０
７
年
問
題
」
と
い

う
括
り
で
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
焦
点
は
、
日
本
の
総
労
働
人

口
の
１
割
以
上
を
占
め
る
輊
団
塊

の
世
代
輅
と
呼
ば
れ
る
世
代
が
、

60
歳
を
迎
え
定
年
退
職
す
る
た
め

に
発
生
が
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
で

す
。輊
団
塊
の
世
代
輅
と
は
、
言

わ
ず
と
知
れ
た
第
二
次
大
戦
後
、

数
年
間
の
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

に
生
ま
れ
た
世
代
の
こ
と
で
、
周

知
の
よ
う
に
作
家
の
堺
屋
太
一
氏

が
同
名
の
小
説
で
命
名
し
た
言
葉

で
す
。
具
体
的
に
は
１
９
４
７
年

か
ら
１
９
４
９
年
頃
に
生
ま
れ
た

世
代
を
指
し
ま
す
。
そ
の
総
数
は

８
０
６
万
人
（
沖
縄
を
除
く
）。

直
近
の
３
年
間
（
２
０
０
３
年
〜

０
６
年
）
の
出
生
数
（
沖
縄
を
含

む
）の
２
・
４
倍
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
５
年
の
国
勢
調
査

の
結
果
で
は
、
１
９
４
７
年
か
ら

１
９
４
９
年
生
ま
れ
の
合
計
人
数

は
約
６
８
０
万
人
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
人
口
構
造
上
、
他
の
世
代

と
比
べ
て
突
出
し
た
塊
で
あ
る
こ

の
世
代
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
の

中
核
を
担
い
、
こ
れ
ま
で
も
経
済

や
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
た
と
言
え
ま
す
。
団
塊
の
世
代

の
大
量
退
職
が
「
２
０
０
７
年
問

題
」
と
な
っ
て
様
々
な
分
野
に
波

及
し
て
い
ま
す
。

１．

労
働
力
の
不
足

15
歳
以
上
人
口
の
う
ち
、
就
業

者
と
完
全
失
業
者
を
合
わ
せ
た
労

働
力
人
口
は
、
約
６
７
９
０
万
人

と
な
る
１
９
９
７
年
ま
で
上
昇
を

続
け
、
以
降
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
版
労
働
経
済
白
書

に
よ
る
と
、
労
働
力
人
口
比
率
が

２
０
０
４
年
の
水
準
で
推
移
す
る

と
仮
定
し
た
場
合
、
２
０
０
０
年

か
ら
２
０
１
０
年
に
か
け
て
３
１

日
本
社
会
は
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
人
口
構
造
の

大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の

数
や
割
合
は
、
年
々
上
昇
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
６
年
の
総
務
省
統

計
局
の
「
推
計
人
口
」
に
よ
る
と

２
６
６
０
万
４
千
人
で
、
総
人
口

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
で
あ
る

高
齢
化
率
も
20
・
８
％
と
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
５
０

年
頃
に
は
３
人
に
１
人
が
高
齢
者

で
あ
る
と
言
わ
れ
、
日
本
に
お
け

る
高
齢
化
は
、
急
速
に
進
展
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
１
人
の
女
性
が

生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
の
推
計

値
で
あ
る
、合
計
特
殊
出
生
率
は
、

２
０
０
６
年
の「
人
口
動
態
統
計
」

で
１
・
３
２
と
６
年
ぶ
り
に
上
昇

し
た
も
の
の
、厚
生
労
働
省
で
は
、

長
期
的
な
少
子
化
傾
向
は
変
わ
っ

て
い
な
い
と
い
っ
た
見
方
を
示
し

て
い
ま
す
。
専
門
家
ら
は
「
２
０

０
５
年
に
予
想
以
上
に
低
下
し
た

８
万
人
減
、
２
０
１
０
年
か
ら
２

０
２
０
年
に
か
け
て
は
４
１
１
万

人
減
、
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
３

０
年
に
は
４
４
０
万
人
減
と
労
働

人
口
の
減
少
率
は
次
第
に
大
き
く

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
団

塊
の
世
代
の
労
働
力
人
口
は
、
５

０
０
万
人
以
上
と
言
わ
れ
、
２
０

０
７
年
以
降
、
今
ま
で
に
な
い
大

量
の
人
員
が
定
年
退
職
す
る
こ
と

に
な
り
、
深
刻
な
労
働
力
の
不
足

の
状
況
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
減
少
傾
向
に
あ
る
15
〜

29
歳
層
は
、
２
０
３
０
年
に
９
１

７
万
人
、
割
合
に
し
て
17
・
３
％

と
60
歳
以
上
の
人
口
を
下
回
る
水

準
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。雇

用
失
業
情
勢
は
こ
こ
数
年
、

完
全
失
業
率
が
低
下
、
有
効
求
人

倍
率
は
上
昇
で
推
移
し
、
就
業
者

数
、
雇
用
者
数
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
人
手
不
足
感
が
表
れ
、
新
規

学
卒
者
の
就
職
市
場
は
改
善
傾
向

を
強
め
て
い
て
若
年
者
の
完
全
失

業
率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。反
面
、

若
年
者
の
完
全
失
業
率
は
相
対
的

に
高
水
準
で
あ
り
、
地
域
間
で
の

格
差
も
窺
え
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社
員
な

ど
就
業
形
態
の
多
様
化
や
雇
用
に

占
め
る
正
規
雇
用
の
割
合
は
低
下

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
労
働
市
場
に

お
い
て
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な

い
人
材
が
職
を
求
め
る
一
方
で
、

企
業
が
欲
す
る
人
材
が
不
足
す
る

い
わ
ゆ
る「
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」

の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

会議所窓口相談  法律・税務・商工相談 

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週 
　水曜日 
 （午前中） 

毎月第３金曜日 
・中小企業金融公庫（13時～15時） 
・国民生活金融公庫（10時～12時） 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      千葉県税理士会 

　　　      館山支部 

　　　      指定税理士 

■ 

■ 

 

 

 

 

　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 

日
本
社
会
は
、
人
口
構
造
の
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
２
０
０
７
年
問
題
」
は
、
か
つ
て
の
「
２

０
０
０
年
問
題
」
の
よ
う
な
一
過
性
の
問
題
と
は
異
な
り
ま
す

人
口
構
造
の
変
化
に
起
因
す
る
、
労
働
力
（
質
と
量
）
の
減
少
に
よ
る
諸
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ

き
か
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
短
期
的
な
措
置
だ
け
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
の
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
や
新
た

な
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈「
2
0
0
7
年
問
題
」
が
提
起
し
た
も
の
〉

〜
労
働
力
の
確
保
と
技
能
継
承
に
向
け
て
の
新
た
な
取
組
の
必
要
性
〜

◇
「
２
０
０
７
年
問
題
」

と
し
て
の
指
摘

〜
労
働
力
不
足
と
技
能
継
承
〜
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の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
、
高
齢
者
だ
け

で
な
く
採
用
計
画
数
が
増
加
し
て

い
る
新
規
学
卒
者
の
間
で
も
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
労
働
力
不
足
の
問

題
は
、
労
働
力
人
口
の
減
少
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な

状
況
と
も
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

２．

ビ
ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
・

技
能
継
承
シ
ス
テ
ム
の
未
構
築

団
塊
の
世
代
が
一
斉
に
定
年
退

職
し
、
こ
れ
ま
で
ベ
テ
ラ
ン
が
培

っ
て
き
た
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど

の
様
に
継
承
し
て
い
く
か
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。
バ
ブ
ル

崩
壊
以
降
、
各
企
業
で
は
リ
ス
ト

ラ
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
お
ざ

な
り
に
さ
れ
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
ノ

ウ
ハ
ウ
、
技
術
・
技
能
伝
承
の
取

組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
済

産
業
省
・
厚
生
労
働
省
・
文
部
科

学
省
で
ま
と
め
た
「
２
０
０
５
年

版
も
の
づ
く
り
白
書
」に
よ
る
と
、

「
２
０
０
７
年
問
題
」
に
対
し
て

危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
企
業
の

割
合
を
産
業
別
に
見
る
と
、
最
も

多
い
の
が
製
造
業
30
・
５
％
で
、

運
輸
・
通
信
業
25
・
４
％
、
建
設

業
17
・
５
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
17
・

５
％
と
続
き
ま
す
。
製
造
業
を
さ

ら
に
細
か
く
見
る
と
、
化
学
工
業

47
・
８
％
、
一
般
機
械
器
具
製
造

業
40
・
５
％
、
金
属
製
品
製
造
業

35
・
１
％
の
３
つ
が
ト
ッ
プ
３
に

挙
が
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
製

造
業
に
お
い
て
は
「
２
０
０
７
年

問
題
」
の
危
機
感
の
要
因
と
し
て

「
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
伝
承
に

時
間
が
か
か
り
、
円
滑
に
進
ま
な

い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
深
刻
に
捉

え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
内
容
は
単
に
金
型
製
造

の
よ
う
な
特
殊
技
能
だ
け
で
な

く
、
機
械
操
作
や
保
全
な
ど
の
専

門
技
能
、
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
よ
う
な
一
般
技

能
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
も
と
も
と
「
２
０
０
７

年
問
題
」
と
は
Ｉ
Ｔ
現
場
に
お
い

て
団
塊
世
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
い

な
く
な
る
こ
と
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
保
守
に
支

障
が
出
る
こ
と
を
警
鐘
し
た
言
葉

で
す
。
日
本
で
は
メ
イ
ン
フ
レ
ー

ム
と
呼
ば
れ
る
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
旧
式
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
い
る
企
業
も
多
く
、
こ

の
旧
式
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運

用
・
保
守
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の

伝
承
も
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
の
核
と
な
っ
た
技
術
者
で
な

い
と
、
何
か
が
起
き
た
時
に
判
ら

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
業

務
が
人
に
付
随
し
て
お
り
、
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
、
俗
人
化
し
て

い
ま
す
。

３．

退
職
金
増
加
に
よ
る

企
業
体
力
の
低
下

団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
る
退
職

金
は
総
額
で
50
兆
円
と
も
80
兆
円

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０

７
年
以
降
、
企
業
は
多
額
の
退
職

一
時
金
の
給
付
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も

将
来
の
支
払
に
対
す
る
資
産
準
備

が
さ
れ
て
い
る
企
業
ば
か
り
で
は

な
く
、
今
後
そ
の
影
響
が
資
金
繰

り
や
業
績
に
も
及
ぶ
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
地
方
自

治
体
で
も
職
員
に
支
払
う
退
職
金

の
財
源
を
賄
う
た
め
、
退
職
手
当

債
を
発
行
す
る
と
こ
ろ
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
度
は
昨

年
度
の
４
倍
以
上
に
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
件
費
削

減
や
基
金
取
崩
し
で
は
対
応
し
き

れ
ず
、
借
金
で
賄
い
ま
す
の
で
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
長
引
け
ば
償

還
が
、
こ
れ
も
ま
た
大
き
な
負
担

と
な
り
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

１．

雇
用
期
間
の
延
長

こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
雇
用
安
定

法
に
関
す
る
改
正
の
動
き
と
し

て
、
平
成
６
年
の
改
正
に
よ
り
60

歳
定
年
の
義
務
化
が
、
平
成
10
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
の
に
続

き
、
平
成
16
年
の
改
正
に
よ
り
段

階
的
な
65
歳
ま
で
の
雇
用
延
長
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
雇
用
延
長
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
①
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
、

②
継
続
雇
用
制
度
（
定
年
に
達
し

た
者
も
勤
務
延
長
に
よ
り
引
き
続

き
雇
用
し
た
り
、
定
年
退
職
後
も

再
雇
用
す
る
な
ど
し
て
引
き
続
き

雇
用
す
る
制
度
）
の
導
入
、
③
定

年
の
定
め
の
廃
止
の
措
置
か
ら
各

企
業
が
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
状
の
こ
れ
ら
に
対
す
る

企
業
の
対
応
は
、
厚
生
労
働
省
の

義
務
化
直
前
の
調
査
か
ら
も
、

「
定
年
の
定
め
の
廃
止
」
や
「
定

年
年
齢
の
引
き
上
げ
」
の
措
置
を

講
じ
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
90
％

以
上
の
企
業
が
「
継
続
雇
用
制
度

を
導
入
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

２．

企
業
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
、

技
術
・
技
能
継
承

企
業
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ

ウ
、
技
術
・
技
能
継
承
に
つ
い
て

は
、
文
書
化
に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
資
料
作
成
、
ベ
テ
ラ
ン
技
能
者

の
指
導
や
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
人
材
の
活

用
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
学
校
の
設
置
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
延
長
は
こ
の
よ
う
な
継
承
期
間

と
し
て
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

実
際
に
も
の
づ
く
り
の
現
場
で

は
、
Ｏ
Ｂ
の
派
遣
や
現
役
の
職
人

が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
後
進
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
現
場
を
熟

知
し
た
も
の
づ
く
り
の
達
人
か
ら

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
授
を
受
け
る

パ
タ
ー
ン
が
多
い
よ
う
で
す
。
あ

る
大
手
繊
維
企
業
で
は
、
ベ
テ
ラ

ン
職
人
の
大
量
退
職
に
危
機
感
を

強
め
、
グ
ル
ー
プ
内
に
人
材
派
遣

会
社
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
退

職
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
次
世
代
へ
の
技
能

継
承
が
狙
い
で
、
意
欲
の
あ
る
退

職
熟
練
工
に
派
遣
登
録
を
し
て
も

ら
い
、
後
輩
の
指
導
に
あ
た
っ
て

も
ら
う
し
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
で

も
「
モ
ノ
づ
く
り
匠
制
度
」
と
い

っ
た
制
度
を
導
入
し
、
製
造
現
場

で
働
く
約
４
０
０
０
人
の
中
か

ら
、
高
度
な
技
能
を
持
ち
、
後
進

を
育
て
ら
れ
る
人
材
を
「
匠
」
に

認
定
し
て
い
ま
す
。
社
内
資
格
を

◇
「
２
０
０
７
年
問
題
」

へ
の
対
応

〜
労
働
力
供
給
を
促
進
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
〜

人口ピラミッド 

明治生まれ 
大正生まれ 
昭和生まれ 
平成生まれ 

100歳以上 

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0歳 
120 100 80 60 40 20 0 0 20 6040 80 100 120

（
　
歳
以
上
） 

老
年
人
口 

65

（
　
〜
　
歳
） 

生
産
年
齢
人
口 
15

64

（
　
〜
　
歳
） 

年
少
人
口 

0

14

67歳： 
日中戦争の動員による 
昭和13年、14年の出生減 
 

60、61歳： 
終戦前後における 
出生減 

57～59歳： 
昭和22年～24年の 
第１次ベビーブーム 

57～59歳： 
昭和22年～24年の 
第１次ベビーブーム 

32～35歳： 
昭和46年～49年の 
第２次ベビーブーム 

40歳： 
昭和41年（ひのえうま） 
の出生減 

男 女 

（万人） 
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整
備
し
、
現
場
社
員
に
管
理
職
へ

の
道
も
開
い
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
＝
仕
事
の
現
場
で
、
業
務

に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
さ

せ
る
研
修
）
主
体
の
技
能
継
承
や

ハ
ン
ド
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
、
心

構
え
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
面
も
含
め

た
ト
ー
タ
ル
な
視
点
で
の
技
能
継

承
を
実
施
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
は
民
間
企
業
だ

け
で
な
く
社
会
全
体
と
し
て
広
が

っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
は

１
９
９
８
年
か
ら
、
高
度
熟
練
技

能
者
認
定
制
度
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。
高
度
熟
練
技
能
者
と
は
、
長

年
の
経
験
と
、
そ
の
中
で
工
夫
を

重
ね
る
こ
と
で
、
機
械
で
は
代
替

で
き
な
い
高
度
な
技
能
を
駆
使
し

て
、
高
精
度
・
高
品
質
の
製
品
の

製
造
、
高
精
度
の
整
備
が
で
き
る

技
能
者
で
、
例
え
ば
、
機
械
や
加

工
材
料
の
微
妙
な
状
態
を
、
五
感

を
駆
使
し
て
、
振
動
・
音
・
火
花

の
出
方
等
か
ら
判
断
し
、
１
／
１

０
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
＝
１
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）
単
位
の
加
工

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ

う
な
技
能
者
を
い
い
ま
す
。
高
度

熟
練
技
能
者
は
、
製
造
業
の
も
の

づ
く
り
基
盤
技
術
や
技
能
を
強
化

し
、
製
造
業
の
維
持
・
発
展
を
図

る
た
め
高
度
熟
練
技
能
者
の
有
す

る
技
能
を
中
堅
青
年
技
能
者
に
継

承
す
る
「
東
京
も
の
づ
く
り
名
工

塾
」
な
ど
で
指
導
に
あ
た
り
、
技

術
・
技
能
の
継
承
を
行
っ
て
い
ま

す
。

３．

女
性
の
労
働
力
の
活
用

日
本
の
女
性
の
労
働
力
人
口
比

率
は
50
％
を
割
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
、働
く
意
欲
や
ス
キ
ル
、

知
識
の
あ
る
女
性
で
も
、
出
産
・

育
児
を
機
に
働
く
こ
と
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。現

在
、
企
業
は
子
育
て
な
ど
で

女
性
社
員
が
退
職
し
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
職
場
に
復
帰
が
で
き

る
制
度
や
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
女
性
が
働
き
や
す
い
制
度
の

導
入
と
し
て
２
０
０
５
年
に
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。「
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
で
は
、

企
業
に
対
し
て
、
法
の
義
務
付
け

を
上
回
る
よ
う
な
、
仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め

て
い
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
は
次

世
代
育
成
支
援
対
策
に
取
り
組

み
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
必

要
な
雇
用
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
労
働
者
の
モ
ラ
ー
ル
上

昇
に
よ
る
生
産
力
向
上
、
出
産
・

育
児
を
理
由
と
す
る
退
職
者
の
減

少
に
よ
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
・

定
着
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
福
利
厚
生
の
充
実
や
再
就
職

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。

本
文
で
は
輊
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
に
伴
う
労
働
力
不
足
輅
と

輊
技
能
継
承
輅
の
２
つ
の
問
題

に
大
き
く
触
れ
て
い
ま
す
が
、

「
２
０
０
７
年
問
題
」
で
は
こ
れ

に
絡
む
多
数
の
問
題
が
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
２
０
０
７
年
問
題
」
と
し
て
提

起
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
多
く
は
、

こ
れ
ま
で
対
策
が
先
送
り
さ
れ
て

き
た
問
題
で
あ
り
、
団
塊
の
世
代

の
大
量
退
職
に
よ
っ
て
、
山
積
さ

れ
た
問
題
が
表
面
化
し
た
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
前
述
の
よ

う
に
一
過
性
の
問
題
に
対
処
す
る

対
症
療
法
で
は
な
く
、
長
期
的
な

視
野
で
の
シ
ス
テ
ム
の
改
善
や
新

た
な
施
策
が
必
要
で
す
。

多
く
の
技
能
を
保
有
す
る
中
小

企
業
製
造
業
に
お
い
て
も
、
公
的

な
支
援
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
労
働
力
の
確
保

と
技
能
伝
承
に
向
け
て
継
続
的
な

取
組
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

「2007年問題」に対する危機意識 
（業種別） 

危機意識を持つ要因 
（全業種と製造業の比較） 

0 20 40 60 80 100

持っている 持っていない 分からない 無回答 

製造業 
N＝406

合　計   
N＝1,405

建設業 
N＝166

電気、ガス、水道、熱供給業 
N＝14

卸売・小売業・飲食店 
N＝189

金融・保険業・不動産業 
N＝36

運輸・通信業 
N＝126

サービス業 
N＝418
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51.1
68.5

35.9

41.9

15.9

18.5

12.1
12.1

3.5
4.0

4.8
3.2

全業種（N＝315） 

製造業（N＝124） 

意欲のある若年・ 
中堅層の確保が 
難しい 

技能等伝承に 
時間がかかり、 
円滑に進まない 

年代／レベルの 
差が開き過ぎて 
いる 

教える人材が 
いない 

継承者が技能等 
を習得しても転職 
してしまう 

伝承の方法が 
わからない 

その他 

半
券
切
り
取
り
方
式
を
採
用
。

消
費
者
は
、
半
券
５
万
円
分
で
、

５
０
０
円
の
商
品
券
と
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
加
盟
店
や
消
費
者

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
と
っ
て
も

有
益
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
同
組
合
で
は
、
消
費
者

が
共
通
商
品
券
を
利
用
し
た
場
合

の
特
典
や
サ
ー
ビ
ス
を
加
盟
店
か

ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
特
典
・
サ
ー
ビ
ス
〉

三
条
屋
で
は
商
品
券
ご
利
用
の

お
客
様
に
、
刃
物
の
砥
ぎ
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
通
常
１
本
５
０
０

円
の
砥
ぎ
に
つ
い
て
、
共
通
商
品

券
１，

０
０
０
円
の
場
合
３
本
お

砥
ぎ
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

※
商
業
協
同
組
合
へ
の
加
盟
や
特

典
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
館
山
市
商
業
協
同
組

合
事
務
局
（
蕁
22
―
８
３
３
０
）

ま
で

館
山
市
商
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
　
廣
井
武
雄
）
で
は
、
市
内

共
通
商
品
券
を
発
行
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
顧
客
の
利
便
性
向

上
・
地
域
外
へ
の
流
出
防
止
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
、
最
近
は
利
用
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
贈
答
用
の
み
な

ら
ず
日
頃
の
お
買
物
に
も
多
数
の

消
費
者
に
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
に
は
、
館
山
市
職

員
組
合
の
希
望
者
１
４
７
名
が
総

額
２
６
０
万
円
を
購
入
す
る
な

ど
、「
商
品
券
を
利
用
し
て
地
元

で
消
費
」
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
事
業
者
の
皆
様
も
、
日
頃

の
お
買
物
に
・
ご
贈
答
や
御
礼

に
、
市
内
共
通
商
品
券
を
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

商
業
協
同
組
合
で
は
加
盟
店
を

募
集
し
、
よ
り
一
層
の
利
便
性
向

上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
共
通
商
品
券
の
特
徴
は
、

①
販
売
手
数
料

加
盟
店
が
共
通
商
品
券
を
購
入

す
る
と
き
は
、
組
合
よ
り
加
盟
店

に
２
％
の
販
売
手
数
料
を
支
払
う
。

②
交
換
手
数
料

加
盟
店
が
使
用
済
み
商
品
券
を

換
金
す
る
と
き
は
、
組
合
に
５
％

の
交
換
手
数
料
を
支
払
う
。

③
半
券
サ
ー
ビ
ス

〈
地
域
活
性
化
に
市
内
共
通
商
品
券
の
利
用
が
高
ま
る
！
〉

〜
館
山
市
職
員
組
合
が
大
量
購
入
〜
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か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

５．

会
議
所
メ
ン
バ
ー
だ
け
の

お
買
い
得
情
報
を
是
非
!!

網
代
‥
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
８

月
一
杯
で
す
が
、
バ
ラ
１
本
（
Ｓ

サ
イ
ズ
）
普
段
２
６
２
円
で
売
っ

て
い
る
も
の
を
１
０
５
円
に
し
ま

し
ょ
う
！
贈
答
用
に
い
か
が
で
す

か
？

三
浦
‥
お
〜
、
そ
れ
は
凄
い
！
網

代
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
！

網
代
　
克
幸

（
青
年
部
　
経
営
研
究
委
員
会

副
委
員
長
）

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ

花
夢

館
山
市
北
条
１
１
２
６

蕁
23
―
６
９
１
１

薨
23
―
６
９
１
１

「
こ
れ
か
ら
５
年
ど
う
な
る
？
」

テ
レ
ビ
に
つ
な
げ
る
だ
け
、
パ
ソ

コ
ン
無
し
で
、
超
！
簡
単
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
と
題
し
て
Ｉ
Ｔ
講
習

会
を
以
下
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月
20
日
（
月
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

〔
会
場
〕
館
山
商
工
会
議
所

大
ホ
ー
ル

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
込
方
法
〕
別
紙
の
申
込
書
に

記
入
い
た
だ
き
お
申
込
み
下
さ
い

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
先
日
女

の
子
に
握
手
し
よ
う
と
し
た
ら

「
セ
ク
ハ
ラ
で
す
！
」
と
釘
を
さ

さ
れ
、
心
が
痛
い
総
務
親
睦
委
員

会
　
三
浦
祥
範
で
す
。
今
回
の
青

年
部
の
窓
は
経
営
委
員
会
の
網
代

さ
ん
代
表
の
「
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
　
花
夢
」
を
大
特
集
。

網
代
さ
ん
の
花
へ
の
こ
だ
わ
り
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

１．

商
売
は
い
つ
か
ら
始
め
た
？

網
代
‥
平
成
５
年
か
ら
商
売
は
始

め
ま
し
た
。
最
初
は
姉
の
手
伝
い

だ
っ
た
の
で
す
が
、
次
第
に
自
分

が
仕
事
を
や
る
よ
う
に
な
っ
て
。

初
め
は
花
の
名
前
も
ま
ま
な
ら
ず

（
バ
ラ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
か
す

み
草
ぐ
ら
い
し
か
・
・
・
）
お
客

さ
ん
が
来
る
と
大
変
で
し
た（
笑
）

三
浦
‥
最
初
か
ら
花
屋
を
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
な
か
っ
た
の
で

す
ね
。

２．

主
に
扱
っ
て
い
る
商
品
は
？

網
代
‥
主
に
生
花
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
季
節
ご
と
に
種
類
は
変
わ
り

ま
す
が
、
そ
う
で
す
ね
年
間
を
通

す
と
千
種
類
ほ
ど
の
生
花
を
取
り

扱
い
ま
す
よ
。

三
浦
‥
季
節
ご
と
に
旬
の
花
が
楽

し
め
る
の
で
、
取
り
扱
う
種
類
も

凄
い
で
す
ね
。
な
の
で
花
保
管
用

充実した設備と細かい 
サービス～大型印刷機 
ラインナップ 

○チラシ・パンフレット印刷 
○オンデマンド印刷 
　データ入稿～印刷～製本 
○NEWショッピング（集合広告） 
　毎月第3日曜日発行（新聞折込） 
●ぜひご覧ください！ 

 

株式会社　集賛舎 
館山本社 
館山市山本226　〒294-0014 
電話0470-22-2277　FAX0470-23-2278 

千葉支社 
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813 
電話043-300-8661　FAX043-300-8665 

鴨川営業所 
鴨川市横渚1067-3　第1亀屋ビル3階　〒296-0001 
電話04-7093-2377　FAX04-7099-1024 

東京支社 
東京都中央区京橋3-3-4　森ビル2階　 
〒104-0031 
電話03-3516-3440　FAX03-3516-3449

の
低
温
保
管
庫
も
完
備
し
て
い
る

の
で
す
ね
。

３．

皆
さ
ん
が
知
ら
な
い
意
外
な

商
品
は
あ
り
ま
す
か
？

網
代
‥
月
数
回
で
す
が
花
の
教
室

を
開
い
て
い
ま
す
。
結
構
好
評
で

遠
く
か
ら
も
み
え
る
生
徒
さ
ん
も

い
ま
す
ね
。
ま
た
正
月
用
の
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
や
花
嫁
さ
ん
の
ブ
ー
ケ

や
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
も
や
り
ま
す

よ
。

三
浦
‥
花
は
人
の
心
を
和
や
か
に

し
て
く
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
趣

味
の
一
つ
と
し
て
と
て
も
よ
い
で

す
ね
。
自
分
の
妻
も
教
室
に
通
い

た
が
っ
て
い
ま
す
よ
。

４．

こ
れ
か
ら
の
商
売
の
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い

網
代
‥
今
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
を
開
始
し
た
の
で
、
今
ま

で
以
上
に
顧
客
を
増
や
し
商
売
に

反
映
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
お
客
さ
ん
は
反
応
が

凄
い
の
で
遣
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す

よ
。
ま
た
花
の
持
つ
素
材
を
大
切

に
し
、
今
ま
で
以
上
に
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
を
提
供
し

た
い
で
す
ね
。

三
浦
‥
従
来
の
店
売
り
か
ら
脱
却

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
全

国
を
も
シ
ェ
ア
に
入
れ
た
取
り
組

み
に
は
熱
意
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ

〈
新
企
画
‥
「
ま
け
る
も
ん
か
！
我
が
商
売
」
第
3
回
〉

〈
Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
催
の

ご
案
内
〉

７
月
16
日
午
前
に
発
生
し
た
新

潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
、
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
や
酒
造
会
社
な
ど

多
く
の
企
業
が
被
災
し
、
全
国
各

地
で
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
製

造
ラ
イ
ン
に
も
影
響
が
出
た
。

㈱
木
村
製
作
所
（
代
表
取
締
役

木
村
英
夫
）
で
は
、
協
力
工
場
が

被
災
し
た
と
の
知
ら
せ
を
受
け
、

復
旧
の
支
援
に
新
潟
県
柏
崎
市
へ

赴
い
た
。

木
村
氏
に
よ
る
と
、
震
度
６
強

を
記
録
し
た
今
回
の
地
震
に
よ
る

被
害
は
、多
数
の
住
宅
が
崩
壊
し
、

ほ
と
ん
ど
の
道
路
で
段
差
や
う
ね

り
、
崩
落
な
ど
が
あ
り
通
行
に
支

障
を
き
た
し
、
協
力
工
場
に
お
い

て
は
重
さ
が
数
ト
ン
も
あ
る
工
作

機
械
が
横
倒
し
に
な
る
な
ど
想
像

を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
そ
う

だ
。木

村
氏
は
、
協
力
工
場
の
工
作

機
械
を
再
設
置
・
再
設
定
す
る
な

ど
、
専
門
知
識
を
有
す
る
復
旧
作

業
に
協
力
を
し
、
館
山
に
戻
ら
れ

た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
関
連
企
業

等
の
協
力
に
よ
り
協
力
工
場
は
７

月
末
に
90
％
以
上
の
復
旧
状
態
と

な
っ
た
そ
う
だ
。

当
所
と
し
て
も
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
の
１
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の

被
害
工
場
へ
復
興
支
援
！

天保年間創業・通産大臣賞受賞・全国伝統的工芸品 

千葉県指定伝統的工芸品（小糸の煙火） 

代表取締役  福 山 一 郎 

千葉県君津市外箕輪 4丁目10番20号 
蕁0439（55）7033
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千葉県無形民俗文化財指定

八幡祭礼（9月15日貍・16日豸）に関するお知らせ

15日 
車輛通行止 
19:00～21:00 
（指定車、許可車及び 
　路線バスを除く） 

16日 
車輛通行止 
18:00～21:30 
（指定車、許可車を除く） 

至
富
浦 

館山高校 

北条小学校 

館山警察署 

文 

文 

文 

文 
子安神社 

紅屋商店 

至
白
浜 

NTT館山郵便局 東電 

アタックレーン 

飯塚薬局 

国
道
１
２
８
号
線 

国道410号線 

房州物流 
駐車場 
房州物流 
駐車場 

みなとや 三越 

スーパー 
うえだ 安房医師会 

病院跡 

館山駅 

ＪＡ 

安房高校 

三中 

館
山
印
刷
セ
ン
タ
ー 

市
役
所 

諏
訪
神
社 

新
宿
神
明
神
社 

神明神社 

ジャスコ 

ひふみ養蜂園 明
石
建
設 

八幡神社 

杉井 
 工業所 

15日 
車輛通行止 
17:30～18:30 
（指定車、許可車を除く） 

15日 
車輛通行止 
13:00～16:00 
（指定車、許可車を除く） 

16日 
車輛通行止 
14:00～21:30 
（指定車、許可車を除く） 

15日 
大型車輛通行止 
13:00～16:00 
（指定車、許可車を除く） 

16日 
大型車輛通行止 
14:00～21:30 
（指定車、許可車を除く） 

祭礼当日は市内各所で交通規制が実施されますので、ご注意ください。

現
在
、
会
議
所
で
は
法
令
の
定
め

に
基
づ
き
、
特
定
商
工
業
者
法
定
台

帳
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
特
定
商

工
業
者
と
は
、
本
商
工
会
議
所
の
地

区
内
に
営
業
所
等
を
有
す
る
商
工
業

者
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
皆
様
で
す
。

（
１
）
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
本

商
工
会
議
所
の
地
区
内
の
営
業
所
等

で
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20

人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す

る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む

者
に
つ
い
て
は
５
人
）
以
上
で
あ
る

者（２
）
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
資

本
金
額
又
は
払
込
済
出
資
総
額
が
３

０
０
万
円
以
上
で
あ
る
者

商
工
会
議
所
は
、
商
工
業
の
振
興

発
展
に
資
す
る
た
め
、
千
葉
県
知
事

の
許
可
を
受
け
て
、
法
定
台
帳
の
作

成
・
管
理
及
び
運
用
に
要
す
る
経
費

と
し
て
、
特
定
商
工
業
者
の
皆
様
か

ら
負
担
金(

年
額
１，

０
０
０
円)
を

お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
皆
様
に

は
、
既
に
「
特
定
商
工
業
者
法
定
台

帳
提
出
方
の
お
願
い
」
を
郵
送
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ご
繁
忙
中
恐

縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
趣
旨
を
十

二
分
に
ご
理
解
頂
き
ま
し
て
、
台
帳

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
早
急

に
同
封
の
返
信
用
封
筒(

受
取
人
払)

に
て
ご
郵
送
い
た
だ
き
、
負
担
金
に

つ
い
て
貴
社
の
ご
同
意
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。




